
令和４年度東京都在住外国人支援事業助成 実施事業

一般社団法人技能実習生生活支援機構

事業を振り返って 代表理事 川手尚哉さん

効果

取組内容

日本滞在期間中の技能実習生の生活が豊かに
なるよう、江戸川区内を中心に各種の支援活動
を行った。

•活動を通じて技能実習生が日本文化などに興味を抱くことに貢献した。

•大学生などボランティアの方と交流が出来、日本での余暇時間が充実した。

• 困難な点：文化の違いから、急な不参加や集合時間の遅れなどが多々あり
ました。

• 工夫した点：日本人スタッフの多様化(学生からシニアまで幅広い年齢層の
スタッフの参加)により、実習生が参加しやすい環境作りをしました。

• 手応え：長年事業を実施することにより参加者が定着し、実習生(現在の在
留資格は特定技能)が、新たに参加した実習生に日本語教育や文化体験を進
んで行うようになりました。

ボランティアスタッフと実習生による餅つき大会

オンライン日本語教室

事業名

「外国人技能実習生生活支援事業」

多文化共生農園の収穫模様

 事業期間 令和４年４月１日
～令和５年３月31日

 参加人数
延べ676名

生活支援事業

• オンラインでの日本語教室（日本語検
定クラス・日本語会話クラス・カ
フェ）の定期開催

• 多文化共生農園（江戸川区）における
ボランティアとの自産自消を通したコ
ミュニティ形成

• ボランティアや学生との日本文化体験
教室（茶道･餅つき･花見など）

https://titl.or.jp/

